これは、昨年アメリカ税関で輸入拒否となった食品の多い順に、国別にグラフにしたものです。　あれれ？　中国は一番ではありません。

グラフをよく見てください。輸入金額と、拒否件数はばらばらです。
また、金額が多くても違反の少ない国がありますね。単純に拒否件数だけでは判断してはいけないということを、このグラフは示しています。
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それで、一億ドルあたりの拒否件数率を出して、比べてみました。
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こうなります。

日本が中国より上位になります。
中国の３倍も拒否件数がありますね。

拒否件数が２位だったメキシコは９位になっています。

ふたつのグラフで共に上位なのはインドくらいです。

これでは、中国だけが文句を言われる筋合いはありません。
では、なぜ？　中国？

この地図を見ていると、「なぜ、中国か」が見えてきます。中国は「大国」です。
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拒否数が多くても、輸入金額が少なければ、アメリカにとって脅威ではありません。

隣国のメキシコからは中国の３倍近い食品が入ってきていますが、おそらくはその殆どが、アメリカの現地企業からの移入であるため(=アメリカ産に等しい)、問題にする必要はないのでしょう。そこで、アメリカにとって問題になるのが、メキシコの次の輸入金額を誇る国、中国です。

イタリアがそれに次ぎますが、違反率は８位。問題にするわけにはいかない。

これは、米・中の経済戦争なのです。

食べ物にはある程度のリスクが必ず伴うものです。

たくさん輸入すれば、たくさんの違反がでてくる。これ、当たり前のことです。

昨年の、日本の税関での違反率

アメリカ：０．１２１％，中国：０．０９２％

日本国内の違反率、０．０５％（化学検査のみ）
これだけ比べると確かに中国は日本の倍、違反率が多いように見えますが、

これ、逆転してみましょう。

アメリカは９９．８８％安全。中国は９９．９１％安全。日本は９９．９５％。　…　こういう数字…　誤差範囲といいませんか？
では、今回の「農薬混入事件」について、なぜ、「検査が難しい」のでしょうか。

	1　食べ物というものは、基本的に「均質｣になるように作るものです


食べ物というものは、どれも同じようになるように作られるのが基本です。

そうでしょう？　餃子のこっちはキャベツばっかり、あっちのは肉ばっかり、大きさはばらばら、では、製品として失格ではありませんか？
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例えば、バターというものは夏と冬では微妙に色が違います。
それが本当は普通なのですが、
日本人というのはそんな違いも許せないのですね。
しかたがないので、メーカーはビタミンＢを添加して色の調整をしているくらいです。

ですから、食品の検査は「多少のぶれはあっても、同じロットで作ったものは大体同じもの」という前提に基づいて行われています。
また、私たちは検査をするにあたって、対象は「たべもの」ですから、「危害を与えるものである」という観点では検査を行っていません。
もちろん、作る側にしたって「危害を与えよう」と思って作りません。

添加物にしろ、農薬にしろ、高価なものですし、たくさん使ったからといって、より効果を期待できるものでもありませんので、通常の使用量ならば特に大きな問題を起こすことはまずありません。

よって、食品の検査はあくまでも「平均値」を求める検査になっています。

ふつう食品はコンテナで輸入されていますので、下記のような検査を行います。

バラの場合は量に応じて別にそれぞれ検査数の規定があります。
輸入ロット1（コンテナの場合）⇒１５個選ぶ⇒１ｋｇを取り1検体とする

このやり方で、検査を行うとおよそ７０から８０％の信頼度で、このロットの平均値が得られます。

しかし、この方法では今回の餃子事件のようなピンスポット的な違反を発見することは、ほぼ、不可能です。

	２　もともと、違反なんてたいした数はない


試験するにあたっては「対費用効果」というものを考えなくてはなりません。つかうのは皆さんからの税金ですから、無限に予算があるわけではありませんので、最も効率のよい方法を考えて検査しています。

輸入品の検査に当たっては、

「特に気をつけなければならないもの」
「違反の多いもの」
「他国で違反が発見されたもの」
など、違反のでやすいものに絞り込んで検査をしています。
いったん違反が発見されるとその食品を集中的に検査し、違反率が高ければ、輸入差し止めの措置がとられます。

こうして、「違反の出やすいもの」に絞って検査していても、違反の件数は検査数に対して０．８％。輸入量全体では０．１％くらいのものです。
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違反の内容にも色々ありますが、ポジティブリスト制（農薬の使用基準が定められていない場合には一律一定量以上の検出があれば違反となる）が制定されたせいで一番多かった違反は残留農薬、他には日本で許可されていない添加物が含まれていた(輸出している国では許可されているもの)とか、表示が欠落していたといった添加物の違反、大腸菌など微生物が検出されたものといったもの、今回のような「大量の農薬が検出される」などというものは滅多にあるものではありません。
いま、検査を実施しているものは輸入量全体の１０％くらいです。
検査していない残りの９０％にも違反のものは当然含まれますが、過去の輸入実績からして、違反の少ない食品群なので、違反数は検査を行っているものよりずっと少ないだろうと思われますし、危険率はきわめて低いものと思います。

� EMBED PowerPoint.Slide.8  ���








[image: image5.emf]国別の違反数(残留農薬)


中国, 173 


エクアドル, 83


ガーナ, 78


台湾, 33


タイ, 24


韓国, 94


オーストラリア, 9 


パラグァイ, 93


フィリピン, 63


米国, 54


ベトナム, 5�


ベルギー, 3�


インド, 4 


南アフリカ, 1�


イタリア, 2�


オランダ, 2�


フランス, 2�


メキシコ, 2�


コロンビア, 1�


ボリビア, 1�


香港, 14


チリ, 14


ニュージーランド, 1�


ブラジル, 1�


他, 10




国別の違反数(残留農薬)

中国, 173

エクアドル, 83

ガーナ, 78

台湾, 33

タイ, 24

韓国, 9

オーストラリア, 9

パラグァイ, 9

フィリピン, 6

米国, 5

ベトナム, 5

ベルギー, 3

インド, 4

南アフリカ, 1

イタリア, 2

オランダ, 2

フランス, 2

メキシコ, 2

コロンビア, 1

ボリビア, 1

香港, 1

チリ, 1

ニュージーランド, 1

ブラジル, 1

他, 10

_1263810367.ppt




2006/7～2007/7

アメリカ税関輸入拒否食品、各国別件数

違反率の多い順番にならべてみると…

		国　名		拒否回数A		輸入総額B		A/B		同順位

		ドミニカ		828		3億ドル		276		1

		インド		1763		12億ドル		147		2

		デンマーク		543		4億ドル		135		3

		日本		508		5億ドル		102		4

		ベトナム		533		11億ドル		48		5

		中国		1368		38億ドル		36		6

		インドネシア		460		15億ドル		31		7

		イタリア		482		29億ドル		17		8

		メキシコ		1480		98億ドル		15		9












































